
 

20２０年（令和２年 1月～１２月） 

保育と虐待対応事例研究会のお知らせ 

 

2001 年に発足した「保育と虐待対応事例研究会」は、今年で 20 年目になりました。これまで 1６５以

上の事例をもとに子どもや保護者への具体的な対応や関係機関との連携について考え話し合ってきました。 

重篤なケースを抱えて悩んでいる方、「虐待かな～？」と思いながら気になる保護者や子どもの保育に苦慮

している方、学習したい方、ぜひ、参加して一緒に考えてみませんか？ 

 

≪研究会のテーマ≫ 

☆ 虐待を見抜く目を養う（虐待の早期発見、気づき） 

☆ 被虐待児の保育と保護者のかかわり方（虐待を受けて育ってきた子の行動特徴をよく知り、保育士がどの

ように対応し保育していくか、保護者との関わりについて考えます） 

☆ 通告と関係機関との連携（保育園だけで効果的に対応できないと判断した場合、子ども家庭支援センター、

保健所、児童相談所などとどう協力すればよいかを学びあいます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆この研究会の会員になることをおすすめします。    

会員登録された方には、欠席した月の事例報告書に 

コメントを添えて送ります。その他特典もあります。 

年会費は 5000円です。 

☆年の途中で入会された方の年会費も 5000円です。 

 以前の事例報告書も送ります。 

☆会の期間は１月～12月です。 

☆例会の参加費は 500円、会員の方は 200 円です。 

当日会場でお支払い下さい。 

☆どなたでも事例報告ができます。事例の書き方に 

ついては、事務局までご連絡下さい。事例報告者の 

 参加費は無料です。是非、事例を持ってきて下さい。 

☆ホームページを開設しています。ご覧ください。 

 http://www.gyakutai-jirei.org/ 

 

2020 年の例会 

 2/21(金)  4/24(金)  5/22(金)  

7/10(金 )  9/25(金 )  10/23(金 ) 

12/11(金) 

 

総会       2／２（日） 

公開講座     ６／14（日） 

虐待研セミナー  11／８（日） 

時間：18：45～20：30 

場所：全労連会館(文京区湯島 2-4-4) 

     ＪＲ、丸ノ内線 お茶の水下車 徒歩 8 分) 

    東京ボランティア市民活動センター 

     ＪＲ、有楽町線、東西線、南北線、大江戸線  

飯田橋下車 徒歩 5 分 セントラルプラザ 10 階 

※ 会場が変更する場合はホームページ等でお知らせします。 

※ 会場案内図はホームページでご確認ください。 

★ 会員になられる方、例会に参加される方は、

氏名、住所、電話番号を下記の事務所に郵

送、ＦＡＸでお申込下さい。 

★ 申込先・問い合わせ先 

ひとなる書房内 

保育と虐待対応事例研究会事務局 

〒1１３-0３３ 

文京区本郷 2-17-13-101 

FAX  03-3811-1383 

振込先：保育と虐待対応事例研究会 

郵便振込口座 0010-9-33358 
 

 

 

 

 

http://www.gyakutai-jirei.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他の活動】 

♥ 6月 23日（日） 「第 19回公開講座」を行いました。 

 今年は東京都立多摩総合精神保健福祉センター所長井上悟氏をお招きして、「精神疾患を抱えた保護者の理

解と接し方」について講演していただきました。疾患による特徴と具体的な対応について学びを深めることが

できました。 

 午後の事例検討は講演内容を参考に「疾患を抱えた保護者」について考えることができました。また、参加

していただいた児童福祉司、保健師、園長からの助言をうけ、あらためて連携していく大切さについて学ぶこ

とができました。 

 

♥ 11月 17日(日) 『第９回虐待研セミナー』を行いました。 

 出版した「保育者のための子ども虐待対応の基本」の内容について学びました。 

 

♥ 2019年 3月「保育者のための子ども虐待対応の基本」を発行しました。第１集、第 2 集を統帥し基本

から学べるように書いてあります。 是非、お読みください。 (定価 2000 円+税) 

 

♥ 講演会・学習会への講師派遣をしています。 

スタッフが園内研修をはじめ様々な講演会・保育士キャリアアップ研修等の依頼を受けて、「保育園の虐待

対応」の講師を行っています。ご相談ください。 

 

  

2019年 保育と虐待対応事例研究会の活動内容 
 

1 月 養育能力が低いと思われる保護者の見守りと支援  ～虐待予防の視点から～ 

2 月 知的障がいをもつ若年夫婦の子育て支援 

4 月 学習会 ジェノグラム・エコマップを学ぶ 

5 月 若年出産の母親 ～養育困難家庭への支援～ 

7 月 しつけと言って体罰をする保護者への対応 

9 月  精神疾患を抱える父とはじめての育児に悩む母親への支援 

10 月 学習会 佐藤初美氏による講演 「保育園における子どもの人権とは」 

―子どもの権利を守り発達を保障していく保育を目指して 

12 月 若年で出産した母親による、発達に躓きのある子どもの養育 

 

痛ましい虐待事件の報道を耳にするたびに「その子は保育園に通っていたのだろうか？」

「保育園に通っていたらどんな支援ができたのだろうか？」等、例会の中でも何度となく話

がでました。毎月の例会では保育園は子どもを守る、虐待を予防する視点に立つことを確認

し、持ち寄った事例を通して保育園ができる子どもの保育や保護者支援、そして関係機関と

連携した対応について検討してきました。 

また学習会も行い、ジェノグラムを書くことで子どもとその家族の状況を理解し、どの機

関と繋がるといいのかを学び、佐藤氏の講演では子どもの人権や権利を守っていくことと同

時に、発達を保障する保育園（保育者）のあり方について学びを深めることができました。 

 

 

 

 


